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《研究室紹介》
　　　環境動物管理学研究室
（Laboratory　of　Anima1　Management　Environment）
小　林　茂　樹
　私達は，豊かな食生活の中で食糧生産，とりわけ『きたなく，くさく，きつい』家畜・家禽生
産を等閑しがちであるが，この『3K』の生産部門であるからこそ，これを解決すべく正面から
取組むことが，要請される。当研究室は，ここに視点を置いている。
　家畜・家禽生産，すなわち動物生産は，環境から多くの制約を受けると同時に，また環境に対
して少なからず影響を及ぼす。前者の主たるものは気象と大気であり，後者の主たるものは排出
汚水と悪臭である。この他，社会科学面からは，生産従事者の労働問題がある。近年の動物福祉
および環境保全に関する意識高揚の潮流の中では，従来ならびに当今の動物生産形態には，指摘
されるべき多くの問題が残されている。
　当研究室では，やや欲張っている感があるが，現在次の二つの研究課題に取り組んでいる。
　1）　土壌微生物悪臭物質資化酵素の利用による家畜排泄物の悪臭低減
　　本課題では，悪臭物質資化酵素としてBeggiatoa　alba，　Chromatium”勿oε％〃zおよび」％駕oひ
動物用地球環境実験装置の前で（1997年7月）
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CUS　denitrtvecansの硫化物酸化酵素に焦点を当て，現在その遺伝子の特定と単離ならびに腸内
菌への導入を，すすめている。最終的には，これらの遺伝子を動物腸管内常在菌に導入するこ
とを，計画している。
2）大気中亜硫酸ガスおよび浮遊粒子状物質のウサギ肺胞内侵入と呼吸・免疫機能の低下
　本課題では，大気汚染物質として亜硫酸ガスと浮遊粒子状物質を対象としている。浮遊粒子
状物質は，動物の過密飼育においても検証すべきものである。ここでは関東ロームダストおよ
びディーゼル排出粒子（DEP）を使用している。研究手法として，　in　vivo試験としての汚染
物質の肺胞内侵入とこれに伴う病理学的組織検査，ならびにin　vitro試験としての汚染物質の
生体細胞生理への害作用の検査がある。特に，前者の吸入試験は，実施の困難さも加わり，多
くの研究すべき課題が残されている。本研究室は，幸いに1995年度文部省研究設備助成を受
けて，「動物用地球環境実験装置」を導入できた。今後，本装置を大いに利用して，研究をす
すめる予定である。
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